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ミ

ク

ロ
ネ

シ

ア

の
民

俗

文

化

の

エ

ス
ノ

ヒ

ス
ト

リ

ー

の
研

究

須

藤

健

一

〔共同研究メモ〕

一、
目
的

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
に
お
け
る
人
類
学

・
民
族
学
の
調
査
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
日
本
の
研
究
者
の

手
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

一
九

四
五
年
以
降
、
グ
ァ

ム
島
、
ナ
ウ
ル
島
と
ギ

ル
バ
ー
ト
諸
島
を
除
く
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の

島
々
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
信
託
統
治
領
と
な

っ
た
。
日
本
の

三
〇
年
間
に
わ
た
る
委
任
統
治
を
ひ
き
継

い
だ
ア
メ
リ
カ
は
、

一

九
四
七
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
、
海
軍
省

の
企
画
の
も
と
に
、

多
く
の
人
類
学
者
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域

に
派
遣
し
て
、
入
類
学

的
な
総
合
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
は
、

C
o
o
r
d
i
n
a
t
e
d
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
 
o
f
 
M
i
c
r
o
n
e
s
i
a
(
C
.
I
.
M
.
A
.
)

)

の
名

が

つ
け

ら

れ

、
G
.
P
.
M
u
r
d
o
c
k
,
W
.
H
.
G
o
o
d
e
n
o
u
g
h
,

D
.
M
.
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
J
.
L
.
F
i
s
c
h
e
r
,
 
M
.
S
p
i
r
o
 
K
.
P
.
E
m
o
r
y

な
ど
高
名
な
人
類
学
者
が
参
加
し
た
。
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
六
つ
の

行
政
区
ご
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
の
調
査
の
成
果
は
、

一
九
四
九



年
か
ら
、
C
.
I
.
M
.
A
.
R
e
p
o
r
t

と
い
う
シ
リ
ー
ズ

・
タ
イ
ト
ル

の
も
と
に
、
民
族
誌
風
の
体
裁
で
順
次
報
告
さ
れ
、
そ
の
数
は
三

〇
冊
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
も
、
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
大

学

か
ら
、
学
位
取
得
を
目
的
と
す
る
若
手
研
究
者
が
、
前
記
の
人

類
学
者
た
ち
の
指
導
を
う
け
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
島
々
で
実
地
調

査
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
、
学
位
論
文
な
い
し
は
、

学
会
誌
上
で
我
々
の
目
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
1
)
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
人
類
学
の
研

究

は
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
の
も
と
に
着
手

さ
れ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
は
、
日
本
の
若
手
人
類
学
徒
が
、

戦
前
の
日
本
統
治
時
代
に
公
に
さ
れ
た
日
本
人
研
究
者
の
成
果
を

ふ
ま
え
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
地
で
調
査
活
動
に
従
事
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
戦
前
の
わ
が
国
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
研
究
に
は
、
今
西

錦

司
編

『
ポ
ナ
ペ
島
』
、
杉
浦
健

一
の

「
南
洋
群
島
原
住
民

の
土

地
制
度
」
を
は
じ
め
多
く
の
論
稿
、
松
岡
静
雄

『
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

民
族
誌
』
、
矢
内
原
忠
雄

『
南
洋
群
島
の
研
究
』
、
染
木
照

『
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
風
土
と
民
具
』
、

土
方
久
功

『流
木
』
、

『
サ
テ
ワ
ヌ

島

民
話
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
長
期
な
い
し
は
集
中
的
現
地
調

査

に
基
づ
く
成
果
が
あ
る
(
2
)
。

こ
れ
ら
の
詳
細
で
多
岐
に
わ
た
る

視

点
か
ら
の
民
族
誌
や
報
告
書
は
、
半
世
紀
を
経
た
今
日
の
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
研
究
に
と

っ
て
も
、
単
に
、
文
化
変
化
を
研
究
テ
!

マ

に
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
文
化
の
理
解
に
は

不
可
欠
の
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
代
に
再
開
さ
れ
た
日
本
の
若
手
人
類
学
徒
に
よ
る

調
査
研
究
も
、
家
族

・
親
族
、
社
会
組
織
、
宗
教
、

エ
ス
ノ

・
サ

イ
エ
ン
ス
な
ど
の
分
野
で
数
多
く
の
成
果
が
集
積
さ
れ
て
き
て
い

る
。
同
時
に
、

先
史
学
の
分
野

で

は
、

土
器
や
貝
斧
な
ど
の
遺

物
、
住
居
趾
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
諸
地
域
で
の
植
民
の
年
代
測

定
や
移
住
の
ル
ー
ト
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
作
業
仮
説
が
提
示
さ

れ
て
い
る

〔
T
a
k
a
y
a
m
a
 
1
9
7
9
,
1
9
8
1
,
1
9
8
2

。
〕。

ま
た
、
言
語

学
の
分
野
、
と
り
わ
け
、
比
較
言
語
学
や

シ
ン
タ

ッ
ク
ス
の
研
究

に
お
い
て
も
著
し
い

成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

〔
S
a
k
i
y
a
m
a

1
9
7
9
,
1
9
8
2
,
 
S
u
g
i
t
a
 
1
9
8
0
a
,
1
9
8
0
b

〕
。
そ
れ
ら
の
三
分
野
の
調

査

・
研
究
の
結
果
、
現
段
階
で
日
本
人
研
究
者
か
ら
提
案
さ
れ
て

い
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
研
究
の
主
要
な
問
題
点
の
ひ
と
つ
は
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
民
俗
文
化
に
み
ら
れ
る
斉

一
性
と
個
別
性
と
に
つ
い

て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
く
に
、
考
古
学
と
言
語
学
の
分
野
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
を
単

一
の
文
化
領
域
と
み
な
す

こ
と

へ
の
疑
問
で
あ
り
、
各
地
域
の
文
化
的
諸
相
に
発
現
す
る
地

域
的
変
異
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

こ

の
問
題
提
起

は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
全
域
で
、
人
間
が
居
住
し
て
い
る
島
数

一
二

〇
、
総
入
口
三
〇
万
弱
と
い
う
、
文
字
ど
お
り

「
ミ
ク
ロ
世
界
」

に
お
け
る
民
俗
文
化
の
普
遍
性

と

個
別
性

を
、

い
か
に
位
置
づ

け
、
総
合
的
に
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
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考
古
学
の
資
料
に
よ
る
と
、
紀
元
前

一
五
世
紀
こ
ろ
、
す
で
に

植
民
の
形
跡
が
み
ら
れ
る
マ
リ
ア
ナ
諸
島
と
、
紀
元
後

一
〇
世
紀

以
降
に
植
民
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
中
央
カ
ロ
リ

ン
諸

島
と
の
時
代
的
差
異
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
土
器
製
作
の

技
術
が
あ

っ
た

マ
リ
ア
ナ
、
ヤ
ッ
プ
、
パ
ラ
オ
の
島
々
と
、
そ
の

存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
ト
ラ
ッ
ク
以
東
の
島
々
と
の
地
域
的
差
異

も
あ
る
。
言
語
学
の
研
究
成
果
か
ら
は
、

ヘ
ス
ペ
ロ
ネ
シ
ア

(西

部
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
)
語
派
に
属
す
、
.チ
ャ
モ
ロ
語
、
パ
ラ
オ

語
と
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
語
派
に
包
括
さ
れ
る
そ
れ
ら
以
外
の
ミ
ク
ロ

ネ

シ
ア
諸
語
と
の

対
立
が

指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
七

語

群

に
分
派
し
た
メ
ラ
ネ
シ
ア
語
派
の
な
か
で
も
、
ト
ラ
ッ
ク
系
言

語
を
含
む
核
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
語
群
は
、

ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
リ
デ
ス
北
部

の
諸
語
と
文
法
構
成
に
お
い
て
、
と
く
に
深

い
関
連
の
あ
る
こ
と

が
例
示
さ
れ
て
い
る

〔
G
r
a
c
e
 
1
9
5
5
,
 
S
h
u
t
l
e
r
 
a
n
d
 
M
a
r
c
k

1
9
7
5

〕
。
ま
た
、
ポ
リ
ネ
シ
ア

・
ア
ウ
ト
ラ
イ
ア
i

(ポ
リ
ネ
シ

ア
か
ら
の
移
民
)
で
あ
る
カ
ピ
ン
ガ

マ
ラ
ン
ギ
と
ヌ
ク
オ
ロ
の
住

民
の
言
語
は
、
あ
き
ら
か
に
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
派
に
含
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
考
古
学
や
言
語
学
の
資
料
か
ら
も
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
諸
地
域
の
文
化
の
多
様
性
が
み
て
と
れ
る
。

こ
の
傾
向
は
、
物
質
文
化

の
面
で
も
顕
著
で
あ
る
。
機
織
り
の

技
術
が
あ

っ
た
ポ
ナ
ペ
以
西

の
島

々
と
そ
れ
が
な
か

っ
た

マ
ー
シ

ャ
ル
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
。
石
の
基
壇
お
よ
び
鞍
型
屋
根
の
様
式

を

と

る

パ

ラ
オ

、

ヤ

ッ
プ

と

地

床

お

よ

び

、

切

妻

屋

根

の
形

式

を

特

徴

と

す

る

そ
れ

ら

以

外

の
島

々
。

ま

た

、

嗜

好

品

と

し

て

ベ
テ

ル

・
チ

ュ
ー

イ

ン
グ

の
習

慣

の
あ

る

マ
リ

ア
ナ

、

ヤ

ッ
プ

、

パ

ラ

オ

の
島

々
、

と

そ
れ

が

存

在

し

な

い
ほ

か

の
島

々
。

ま

た

、

ポ

リ

ネ

シ

ア
や

東

部

メ
ラ

ネ

シ

ア
と

共

通

す

る

、
儀

礼

の
場

で
カ

ヴ

ァ

(
シ

ャ

カ
オ

)

を

利

用

す

る

ポ

ナ

ペ
島

な

ど
、

個

々

の
文

化

要

素

の

　

　

を
恣
意
的
に
と
り
あ
げ
た
だ
け
で
も
、
地
域
的
な
特
徴
を
例
示
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
全
域
に
共
通
す
る
要

素
も
、
栽
培
植
物
に
限
ら
ず
数
多
く
例
挙
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

カ
ヌ
ー
の
タ
イ
プ
を
比
較
す
れ
ば
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
地
域
は
、
シ

ン
グ

ル
・
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
ヵ
ヌ
ー
を
共
有
し
、
と
く
に
、
サ
ン
ゴ

礁
島

(低
島
)
に
お
い
て
は
、
大
三
角
帆
、
左
右
非
対
称
形
の
船

体
、
船
首
、
船
尾
同
形
の
外
洋
航
海
用
大
型

カ
ヌ
…
を
使
用
し
て

き
た
点
で
共
通
す
る
。

.
他
方
、
社
会
入
類
学
の
調
査
成
果
か
ら
も
、
い
く

つ
か
の
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
政
治

・
社
会
組
織
の
面
で
は
、

首
長
制
国
家
に
ま
で
発
展
し
た
ポ
ナ
ペ
や

コ

ス

ラ

エ

(ク
サ
イ

ェ
)
社
会
、
厳
格
な
身
分
階
層
制
を
う
み
だ
し
た
ヤ
ッ
プ
、

マ
ー

シ
ャ
ル
、
ギ
ル
バ
ー
ト
社
会
と
、
性
、
年
齢
、
親
族
関
係
上
の
地

位
に
基
づ
く
以
外
に
、
社
会
階
層
が
存
在
し
な
い
ト
ラ
ッ
ク
や
中

央
カ

ロ
リ
ン
の
社
会
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、

地
域
的
な
い
し
は
諸

島
ご
と
で
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
関
係

(親
族
)
名
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〔共同研究メモ〕

称

に
お
い
て
も
、

ハ
ワ
イ

(世
代
)
型
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、

ク

ロ
ウ
型
、
イ
ロ
コ
イ
型
と
い
っ
た
変
異
が

存
在

す

る
。

し
か

し
、
社
会

(親
族
)
集
団
構
成
の
原
理
に
関
し
て
は
、
父
系
的
傾

向

が
強

い
ヤ
ッ
プ
社
会
、
選
系
的
要
因
が
作
用
す
る
ギ
ル
バ
ー
ト

社
会

の
ほ
か
は
、

い
ず
れ
も
、
母
系
性
が
卓
越
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
同
じ
母
系
的
な
社
会
で
も
、

ポ
ナ
ペ
や

ト
ラ
ッ
ク
社
会
で

は
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
統
治
政
策
の
影
響
で
父
方

・
夫
方
居
住
へ

と
変
化
し
て
き
て
い
る
。
パ
ラ
オ
社
会
は
、
伝
統
的
に
、
父
方
ー

母
方
オ
ジ
方
居
住
の
…様
式
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
民
俗
文
化
に
は
、

い
く

つ
か

の
顕
著
な
個
別
性
と
普
遍
性
と
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
多
様
性
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
民
族
移
動
の
ル
ー
ト
、

環
境

へ
の
適
応
の
し
か
た
、
個
別
文
化
間
に

お

け

る

歴
史
的
交

流
、
統
治
国
の
支
配
の
影
響
な
ど
の
諸
要
因
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
研
究
班
の
目
的
も
、
そ
の
よ
う
な
視
点

か
ら
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
民
俗
文
化
の
地
域
的
変
異
の
問
題
を
、

班
員
個
々
入
の
調
査
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
、
相
互
に
比
較
検
討

を
試
み
た
う
え
で
、
総
合
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

二
、
班
の
構
成

そ
れ
ら
の
問
題
を
広
い
視
野
か
ら
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
に
は
、
豊

富

な
現
地
調
査

の
経
験
の
あ
る

研
究
者
の
参
加
が

不
可
欠
で
あ

表 葉 班員の研究領域と調査地

調 査 地 域分 野所 属氏 名

ヤ ップ 、西 カ ロ リン

ギ ルバ ー ト

パ ラ オ

マ リア ナ 、カロ リン 、ギル バー ト

ポ ナペ 、コ スラ エ 、マ ー シや ル

トラ ッ ク

ヤ ツプ

トラ ッ ク、コス ラエ

パ ラ オ

トラ ッ ク

中央 カ ロ リン

パ ラ オ、ヤ ップ

パ ラ オ、中央 カロ リン

ヤップ、中央 カロ リン、マー シャ ル

ポナペ

中 央 カ ロ リン、トラ ッ ク

社会人類学

民 族 学

社会人類学

先 史 学

社会人類学

言 語 学

生 態 学

民 族 学

民 族 学

社会人類学

民 族 学

言 語 学

生 態 学

社会人類学

社会人類学

社会人類学

筑 波 大 学(民 博併任)

東 京 都 立 大 学

立 教 大 学

帝 塚 山 大 学

広 島 大 学

東 京 学 芸 大 学

入間博物館 リトル・ワールド

大 阪 大 学

東 海 大 学(非 常勤)

園 田学 園女 子 大 学

兵庫医科大学(非 常勤)

民 博 第5研 究部

〃 第2研 究部

〃 第4研 究部

〃 第1研 究部

〃 第4研 究部

牛島厳(代表者)

石 川 栄 吉

青 柳 真智子

高 山 純

清 水 昭 俊

杉 田 洋

小 林 繁 樹

小 松 和 彦

山 本 真 鳥

河 合 利 光

杉 藤 重 信

崎 山 理

秋 道 智 彌

石 森 秀 三

中 山 和 芳

須 藤 健 一
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〔共同研究メモ〕

る
。
そ
の
た
め
に
、
本
研
究
の
班
員
は
、
異
な
る
学
問
分
野
か
ら

の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
研
究
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
表
1
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
班
員
は
、
先
史
学

一
名
、
生
態
学
二
名
、

言
語
学
二
名
、
社
会
人
類
学
七
名
、
民
族
学
四
名
よ
り
な
る
。
そ

し

て
、
班
員
の
調
査
地
域
も
、
パ
ラ
オ
、
ヤ
ッ
プ
、
中
央
カ
ロ
リ

ン
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ポ
ナ
ペ
、

マ
ー
シ
ャ
ル
と
、
今
年
度
に
調
査
を

予
定
し
て
い
る
コ
ス
ラ
エ
、
ギ

ル
バ
ー
ト
を
く
わ
え
る
と
、
ほ
ぼ

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
全
域
に
お
よ
ん
で
い
る
。
と
く
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
東
部

へ
の
民
族
移
動
の

「
要
衝
地
」
と
目
さ
れ
て
き
た
ギ

ル
バ

ー
ト
諸
島
で
、
世
界
の
学
界
で
初
め
て
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
、

班
員
の
高
山
純
氏
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
成

果

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

三
、
研
究
経
過
お
よ
び
成
果

こ
の
研
究
班
は
、
昭
和
五
七
年
度
に
発
足
し
、
二
年
計
画
で
共

同
研
究
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
五
七
年
度
に
は
、
八
回
の
研
究
会

を
実
施
し
た
。
各
班
員
の
研
究
発
表
は
、

つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ

る
。第

一
回

昭
和
五
七
年
五
月
二
二
日

須
藤
健

一

「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
交
換
論
」

第
二
回

六
月

一
九
日

牛
島

巌

「
ヤ
ッ
プ
島
に
お
け
る
女
性
の
地
位
」

》
旨
①
ρ

≦
●

(特
別
参
加
)
紛
「
ポ
ナ
ペ
島
の
発
掘
か
ら
」

第

三
回

七
月

一
七
日

崎
山

理

「
西
カ
ロ
リ
ン
の
言
語

的
層
」

杉
田

洋

「
ト
ラ
ッ
ク
系
諸
語
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
」

第
四
回

一
〇
月
二
日

中
山
和
芳

「
ポ
ナ
ペ
島
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
」

石
森
秀
三

「
サ
タ
ワ
ル
島
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
の
土
着

化
」

第
五
回

一
一
月

一
三
日

須
藤
健

一

「
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
の
パ

ン
果
儀
礼
」

山
本
真
鳥

「
サ
モ
ア
の
政
治

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

第
六
回

一
二
月

一
〇
日

小
林
繁
樹

「
ヤ
ッ
プ
島
の
生
活
空
間
」

青
柳
真
智
子

「
パ
ラ
オ
の
新
宗
教
」

第
七
回

昭
和
五
八
年

一
月
二
九
日

清
水
昭
俊

「
ポ
ナ
ペ
島
に
お
け
る
首
長
制
政
治
構
造
」

牛
島

巌

「
ヤ

ッ
プ
島
に
お
け
る
タ

ロ
イ
モ
と
ヤ
ム
イ
モ
」

第
八
回

三
月
二
六
日

秋
道
智
彌
　

「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス

・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

昭
和
五
七
年
度
の
研
究
会
で
は
、
主
と
し
て
、
各
斑
員
の
調
査

資
料
に
基
づ
い
て
、
個
別
社
会
の
具
体
的
事
例
の
報
告
に
重
点
を
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お

い
た

。

今

年

度

は

、

ミ

ク

ロ
ネ

シ

ア
民

俗

文

化

の

地

域

的

変

異

を

と

ら

え

る

枠

組

を

検

討

し
、

主

要

な

文
化

要
素

ご

と

の

比

較

研

究

に

力

点

を

お

く

予

定

で

あ

る
。

な

お
、

今

年

度

は
、

す

で

に
、

二
回

の

研

究
会

を

開
催

し

、
前

述

の

諸
点

を
考

慮

し

た

う

え

で

発

表

が

お

こ
な

わ

れ

て

い
る
。

二
年

度

に

わ

た

る

本

共

同

研

究

班

の

研
究

成

果

は
、

昭

和

五

九

年

度

に

欧

文

の
論

文

集

の
形

で

公

刊

す

る

予
定

で

あ

る
。

註 (
1
)

一
九
四
四
年

か
ら
七
四
年

に
か
け
て
、

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
地
域
の
研

究
成
果
は
、
M
a
c
 
M
a
r
s
h
a
l
l

と
N
a
s
o
nに
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
、

出
版
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

日
本
統
治
時
代

(
一
九

一
五
年
ー
四
五
年
)

に
、

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア

地
域

に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
調
査
報
告
書
、
論
文
、
著
書
は
、

畑
中
幸
子
ら

に
よ

っ
て
調

べ
あ
げ

ら
れ
、

文
献
集
と
し

て

出
版
さ
れ

て
い
る
。

(
3
)
A
y
r
e
s

氏

は
、

ア
メ
リ
カ
の
オ

レ
ゴ

ン
大
学
教
授
で
、

オ

セ
ア

ニ

ア
考
古
学

の
研
究
者

で
あ

る
。

昭
和
五
七
年

三
月
-

八
月
ま

で
、

日

本
学
術
振
興
会
の
招
聰

で
、
慶
応
大
学

に
滞
在
し
た
。

彼

は
、

最
近

ポ
ナ
ペ
島

の
ナ

ン
マ
ト
ー
ル
遺
跡

の
考
古
学
的
調
査
を

数
年

に
わ
た

っ
て
続
行
し

て
い
る
。

文
献

G
r
a
c
e
,
 
G
.
W
.
1
9
5
5
 
S
u
b
g
r
o
u
p
i
n
g
 
o
f
 
M
a
l
a
y
o
-
P
o
l
y
n
e
s
i
a
n
:
 
a
 
R
e
p
o
r
t
 
o
f
T
e
n
t
a
t
i
v
e
 
F
i
n
d
i
n
g
s
.
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
i
s
t
5
7
:
3
3
7
-
9
H
A
T
A
N
A
K
A
,
 
S
a
c
h
i
k
o

噛 1
9
7
9
 
A
 
B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
y
 
o
f
 
M
i
c
r
o
n
e
s
i
a
 
C
o
m
p
i
l
e
d
 
F
r
o
m

J
a
p
a
n
e
s
e
 
P
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
 
1
9
1
5
-
1
9
4
5
.
 
R
e
s
e
a
r
c
h

I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
F
o
r
 
O
r
i
e
n
t
a
l
 
C
u
l
t
u
r
e
s
 
G
a
k
u
s
h
u
i
n

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 
O
c
c
a
s
i
o
n
a
l
 
P
a
p
e
r
s
 
N
o
.
8

土
方
久
功

一
九
四
三

『
流
木
』
小
山
書
店

(
一
九
七
四
年
、

未
来
社

よ
り
復

刻
)
。

.

一
九
五
三

『
サ
テ
ワ
ヌ
島
民
話
』

三
省
堂

(
一
九
七

五
年
、
ア

ル

ド
オ
よ
り
復
刻

)。M
a
c
 
M
a
r
s
h
a
l
l
 
a
n
d
 
J
a
m
e
s
 
D
.
N
a
s
o
n

1
9
7
5
 
M
i
c
r
o
n
e
s
i
a
 
1
9
4
4
-
1
9
7
4
:
A
 
B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
y
 
o
f
 
A
n
t
h
r
o
p
o
l
o

g
i
c
a
l
 
a
n
d
 
R
e
l
a
t
e
d
 
S
o
u
r
c
e
 
M
a
t
e
r
i
a
l
s
.
 
H
R
A
F
 
P
r
e
s
s

今
西
錦
司
編

一
九
四
四

『
ポ
ナ
ペ
島
-
生
態
学
的
研

究
ー
』

彰
考

書
院

(
一
九

七
五
年
、
講

談
社

よ
り
復
刻
)
。

松
岡
静
雄

一
九

二
七

『
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
民
族
誌
』

岡
書
院

(
一
九
四
三
年
、

岩
波
書
店
よ
り
復
刻
)。S
A
K
I
Y
A
M
A
 
O
s
a
m
u
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1979 
G

enealogical 
Identification 

of L
anguages 

in the 

    
W

estern 
C

arolines. 
in 

K
usakabe 

Fum
io  (ed.  ), 

    
R

eport, 
C
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A

nthropological 
R

esearch 
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M
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in 

1977:9-17.

1982 
T
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O
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W
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C

aroline 
Islands of M
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128.
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R
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O
n the 

D
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H
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A
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A
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O

ceania 
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81-113.

T
A

K
A

Y
A

M
A

, Jun

1979 
T

he 
O

rigin 
of Prehistoric 

Pottery 
in M
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Paper 

Prepared 
for 

the X
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Pacific 
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C

ongress of Sym
posium
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III, 

1979 
A
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M
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D
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s. 
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 B
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R
eport 

on 
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N
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in 
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(ed.  ) Islanders 
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O
utside 
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orld: 

77-104.

SU
G

IT
A

, H
iroshi 
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T
rukeese-E
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D

ictionary. 
A
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hical 

Society. 
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Som
e 

E
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M
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M
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R
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U
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orking 

       
Papers 
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